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議会運営委員会

第
３
回
定
例
会
の

　
主
な
議
会
議
決
事
項

加
藤
喜
和
議
員
質
問

会
期
９
月
　
～
　
日

14

28

○
行
政
執
行
体
制
に
つ

い
て

ご意見・ご感想を

お寄せください

夕張市議会事務局

本町４丁目

電話　５２-３１７２

　

　
て
ん
化
。

④
ワ
ク
チ
ン
の
安
定
供
給
の
確
保
及

　
び
新
型
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
に
関
す

　
る
研
究
。

二
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
検
診
（
細
胞

　
診
・
Ｈ
Ｐ
Ⅴ
検
査
）
の
実
施
推
薦
。

①
特
に
必
要
な
年
齢
を
対
象
に
し
た

　
検
診
に
つ
い
て
は
国
に
よ
る
全
部

　
補
助
。

②
従
来
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
子
宮
頸

　
が
ん
検
診
を
予
防
検
診
ま
で
に
拡

　
大
。

③
居
住
地
域
を
問
わ
な
い
受
診
機
会

　
の
均
て
ん
化
。

三
、
子
宮
頸
が
ん
及
び
子
宮
頸
が
ん

　
の
予
防
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の

　
普
及
、
相
談
体
制
の
整
備
。

第
４
号
　
完
全
な
地
上
デ
ジ
タ
ル
化

　
放
送
の
実
施
に
向
け
て
円
滑
な
移

　
行
策
を
求
め
る
意
見
書

一
、
離
島
、
山
間
地
域
ほ
か
普
及
率

　
が
低
い
地
域
に
対
し
て
地
デ
ジ
移

　
行
の
啓
発
活
動
を
重
点
的
に
推
進

　
し
、
デ
ジ
サ
ポ
（
総
務
省
テ
レ
ビ

　
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
、
現
在
全

　
国
　
ヵ
所
）
の
相
談
窓
口
を
さ
ら

　
に
増
や
す
こ
と
。

二
、
地
デ
ジ
に
関
す
る
個
別
相
談
会

　
を
自
治
体
で
も
き
め
細
か
く
実
施

　
で
き
る
よ
う
、
予
算
措
置
な
ど
の

　
支
援
策
を
講
じ
る
こ
と
。

三
、
地
デ
ジ
に
対
応
し
て
い
な
い
集

　
合
住
宅
に
対
す
る
ア
ン
テ
ナ
設
置

　
や
施
設
内
配
線
の
支
援
策
の
着
実

　
な
履
行
と
、
ビ
ル
陰
世
帯
に
つ
い

　
て
も
確
実
な
移
行
策
を
推
進
す
る

　
こ
と
。

四
、
大
量
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
が
一

　
斉
に
廃
品
に
な
る
た
め
、
懸
念
さ

　
れ
て
い
る
不
法
投
棄
の
防
止
策
及

　

　
書

・
昨
年
公
表
さ
れ
た
「
森
林
・
林
業

　
再
生
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
森
林

　
整
備
事
業
を
着
実
に
推
進
す
る
と

　
と
も
に
、
森
林
の
有
す
る
多
面
的

　
機
能
の
持
続
的
発
揮
を
図
り
な
が

　
ら
森
林
資
源
を
適
切
に
活
用
し
、

　
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の
活
性

　
化
に
よ
る
山
村
の
再
生
を
図
る
た

　
め
。

第
２
号
　
道
路
の
整
備
に
関
す
る
意

　
見
書

・
北
海
道
の
全
国
に
比
べ
大
き
く
立

　
ち
遅
れ
て
い
る
高
規
格
幹
線
道
路

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
は
、
救
急

　
搬
送
や
災
害
対
応
と
い
っ
た
安
全

　
安
心
の
生
活
を
確
保
す
る
上
で
重

　
要
な
課
題
。
道
路
整
備
に
必
要
な

　
予
算
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
今

　
後
は
国
が
制
度
を
見
直
す
際
に
は

　
地
方
の
自
主
性
・
裁
量
性
を
重
視

　
し
た
、
地
方
に
と
っ
て
自
由
度
の

　
高
い
制
度
と
す
る
こ
と
が
重
要
。

第
３
号
　
子
宮
頸
が
ん
の
予
防
措
置

　
実
施
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書

一
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接

　
種
の
実
施
の
推
進｡

①
予
防
効
果
の
高
い
特
定
年
齢
層
へ

　
の
一
斉
接
種
及
び
国
に
よ
る
接
種

　
費
用
の
全
部
補
助
。

②
特
定
年
齢
層
以
外
に
つ
い
て
も
一

　
部
補
助
の
実
施
。

③
居
住
地
区
を
問
わ
な
い
接
種
の
均

　
　

52

■
編
集
委
員
■

　委お員お長　正木邦明
　　　　　　　伝里雅之
　委　　　員　角田浩晃
　委　　　員　高間澄子
　委　　　員　島田達彦

　
　 副 委 員 長 　

９
月
定
例
会

　
　
一
般
質
問

　
　
　

（
質
問
順
）

　

21

　
　
　
　
　
　
　
　
議
案
　
件
　

　
　
　
　
　
　
　
　
報
告
７
件

　
　
　
　
　
　
　
　
認
定
９
件

　
　
　
　
　
　
　
　
意
見
書
４
件
　

議
案

◎
夕
張
市
財
政
再
生
計
画
の
変
更
に

　
つ
い
て

◎
平
成
　
年
度
夕
張
市
国
民
健
康
保

　
険
事
業
会
計
補
正
予
算

◎
平
成
　
年
度
夕
張
市
老
人
保
健
医

　
療
事
業
会
計
補
正
予
算

◎
平
成
　
年
度
夕
張
市
介
護
保
険
事

　
業
会
計
補
正
予
算

◎
平
成
　
年
度
夕
張
市
水
道
事
業
会

　
計
補
正
予
算

◎
平
成
　
年
度
夕
張
市
一
般
会
計
会

　
計
補
正
予
算

◎
夕
張
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町

　
村
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

報
告

◎
夕
張
市
財
政
計
画
の
平
成
　
年
度

　
実
施
状
況
の
報
告
に
つ
い
て

◎
夕
張
市
公
共
下
水
道
事
業
会
計
に

　
係
る
経
営
健
全
化
計
画
の
完
了
報

　
告
に
つ
い
て

認
定

◎
平
成
　
年
度
夕
張
市
一
般
会
計
歳

　
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

◎
平
成
　
年
度
各
事
業
会
計
歳
入
歳

　
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

意
見
書

第
１
号
　
森
林
・
林
業
政
策
の
早
急

　
か
つ
確
実
な
推
進
に
関
す
る
意
見

　
　

222222

13

22222121

※
質
問
の
趣
旨
　

　
私
は
、
今
回
①
行
政
執
行
体
制
に

つ
い
て
、
②
産
炭
地
対
策
に
つ
い
て
、

③
公
立
高
校
問
題
に
つ
い
て
、
の
三

点
に
わ
た
っ
て
質
問
を
行
い
ま
し
た

が
、
再
生
計
画
を
推
進
す
る
た
め
に

絶
対
条
件
と
な
る
一
点
目
の
行
政
執

行
体
制
に
つ
い
て
の
み
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■
質
問

　
今
後
の
自
治
体
と
し
て
の
標
準
的

業
務
や
再
生
計
画
の
着
実
な
実
行
を

行
う
に
あ
た
っ
て
現
在
の
職
員
計
画

で
支
障
は
な
い
か
。

■
答
弁

　
極
端
に
減
少
し
た
職
員
体
制
の
中

で
、
基
礎
自
治
体
と
し
て
の
標
準
的

業
務
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
は
道

や
自
治
体
か
ら
の
派
遣
職
員
で
職
員

総
数
の
二
割
に
達
し
て
い
る
。
そ
の

内
の
９
名
の
派
遣
職
員
が
本
年
度
末

で
帰
任
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

職
員
総
数
の
一
割
が
さ
ら
に
減
少
す

る
。
ま
た
来
年
度
か
ら
は
、
ま
ち
づ

く
り
に
必
要
な
事
業
が
本
格
化
す
る

中
で
、
新
規
採
用
に
よ
っ
て
適
正
な

職
員
数
確
保
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。
　
　

　
び
円
滑
な
リ
サ
イ
ク
ル
回
収
を
着

　
実
に
推
進
す
る
こ
と
。



１
面
か
ら
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高
間
澄
子
議
員
質
問

○
消
防
体
制
に
つ
い
て

　
正
木
邦
明
議
員
質
問

　

　　

○
超
高
齢
社
会
を
見
据

　
え
た
選
挙
投
票
に
関

　
す
る
本
市
の
取
り
組

　
み
に
つ
い
て
　

（
２
）
期
日
前
投
票
会
場
の
今
後
に

お
け
る
拡
大
の
考
え
方
に
つ
い
て

※
質
問
の
趣
旨

　
選
挙
の
種
類
に
よ
り
作
業
内
容
の

変
動
は
有
り
え
る
が
、
職
員
減
少
の

中
に
あ
り
、
一
般
の
方
が
で
き
る
作

業
は
一
般
の
導
入
を
考
え
て
は
ど
う

か
。
例
え
ば
投
票
率
の
低
い
若
年
層

か
ら
の
公
募
に
よ
り
、
参
加
、
体
験

す
る
こ
と
で
よ
り
社
会
に
関
心
を
持

つ
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

期
日
前
投
票
を
希
望
さ
れ
る
方
の
意

識
が
近
年
高
ま
り
を
見
せ
て
い
る
。

特
に
自
家
用
車
を
持
た
な
い
高
齢
者

や
障
が
い
者
な
ど
の
交
通
面
に
も
配

慮
し
、
ま
た
広
範
囲
な
地
域
性
も
考

慮
す
る
な
ら
ば
、
今
後
は
少
し
で
も

近
い
距
離
に
期
日
前
投
票
会
場
設
置

拡
充
の
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
る

　
期
日
前
投
票
に
お
い
て
、
宣
誓
書

を
投
票
入
場
券
ハ
ガ
キ
に
印
刷
す
る

こ
と
で
、
有
権
者
の
中
で
も
特
に
高

齢
者
や
障
が
い
者
の
方
は
、
宣
誓
書

を
自
宅
で
落
ち
着
い
て
記
入
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
一
段
と
投
票
の
簡

素
化
が
進
む
の
で
は
な
い
か
。

■
答
弁

　
開
票
を
含
め
適
正
に
執
行
す
る
た

め
に
は
、
充
分
な
人
員
の
確
保
を
図

る
必
要
が
あ
り
、
一
日
の
作
業
で
結

果
を
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

経
験
の
あ
る
市
職
員
が
不
可
欠
で
あ

る
。

　
期
日
前
投
票
所
を
２
ヵ
所
で
対
応

し
て
い
る
。
行
政
区
域
の
特
性
か
ら

今
後
と
も
、
２
投
票
所
で
考
え
て
い

く
。

　
期
日
前
投
票
の
事
由
に
該
当
す
る

旨
の
宣
誓
書
の
提
出
に
つ
い
て
、
今

後
は
さ
ら
に
選
挙
人
の
利
便
性
を
確

○
夕
張
の
再
生
に
つ
い

　
て
　

■
　
月
　
日
に
行
わ
れ
た
住
民
説
明

会
の
場
で
市
民
か
ら
議
会
活
動
に
対

す
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
議

会
と
し
て
の
見
解
を
示
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

★
意
見
の
要
旨
★

　
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
建
設

に
関
し
て
議
員
か
ら
理
事
者
に
、
国

が
鹿
島
地
区
で
計
画
し
て
い
る
産
廃

施
設
に
つ
い
て
の
質
問
が
な
さ
れ
た

が
、
こ
れ
は
市
長
に
質
問
す
る
内
容

で
は
な
く
、
開
発
局
（
設
置
者
）
に

聞
く
も
の
で
は
な
い
か
。

★
議
会
と
し
て
の
見
解
★

　
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
建
設

に
つ
い
て
は
、
設
置
者
が
国
で
あ
っ

て
も
民
間
で
あ
っ
て
も
、
北
海
道
の

許
認
可
事
項
で
あ
っ
て
、
地
元
自
治

体
と
し
て
意
見
を
求
め
ら
れ
た
り
、

設
置
者
と
の
協
定
締
結
な
ど
地
元
自

治
体
（
夕
張
市
）
と
し
て
の
判
断
が

求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
で
す
か
ら
設
置
者
が
誰
で
あ
ろ
う

と
、
議
会
と
し
て
は
夕
張
市
に
設
置

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
計
画
に
つ
い

て
理
事
者
の
見
解
を
質
問
す
る
こ
と

は
当
然
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

18

10
市
民
か
ら
の
意
見
に
対
す

る
議
会
の
見
解
に
つ
い
て

（
１
）
開
票
作
業
に
従
事
す
る
適
正

な
職
員
数
に
つ
い
て

（
１
）
小
中
学
校
統
合
に
よ
っ
て
で

き
る
空
き
校
舎
を
有
効
に
利
活
用
す

る
た
め
に
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

※
質
問
の
趣
旨

　
今
ま
で
議
会
で
は
空
き
校
舎
の
再

利
用
に
つ
い
て
無
償
譲
渡
な
ど
の
提

案
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
度
理

事
者
か
ら
「
夕
張
市
市
有
財
産
活
用

基
本
方
針
」
と
「
旧
学
校
施
設
活
用

事
業
者
の
募
集
」
に
つ
い
て
報
告
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
議
会
の
場

で
確
認
す
る
こ
と
で
、
空
き
校
舎
の

再
利
用
と
、
こ
れ
を
機
会
に
市
民
の

「
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
」
に
つ
な

が
る
よ
う
に
質
問
し
ま
し
た
。
　

■
答
弁

　
「
夕
張
市
市
有
財
産
活
用
基
本
方

針
」
は
、
市
有
財
産
そ
れ
ぞ
れ
の
特

性
を
考
慮
の
上
、
貸
付
ま
た
は
売
却

に
よ
り
、
新
た
な
雇
用
の
創
出
や
地

域
の
活
性
化
、
更
に
は
収
入
を
確
保

し
、
地
域
の
再
生
に
活
か
す
こ
と
を

基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
お
り
、
よ

り
幅
広
い
活
用
・
最
善
の
方
法
に
よ

り
活
用
す
る
こ
と
が
目
的
。
特
に
廃

校
に
な
っ
た
施
設
は
活
用
で
き
な
い

場
合
の
将
来
的
な
解
体
に
要
す
る
経

費
等
を
勘
案
し
、
「
無
償
」
に
よ
る

利
活
用
を
推
進
し
て
い
こ
う
と
す
る

も
の
。
「
民
間
の
力
に
よ
り
地
域
活

性
化
に
つ
な
が
る
事
業
提
案
を
広
く

募
集
し
活
用
い
た
だ
く
。
」

○
旧
学
校
施
設
活
用
の

推
進
に
つ
い
て

伝
里
雅
之
議
員
質
問

（
１
）
来
年
開
通
予
定
の
道
東
自
動

車
道
に
よ
る
地
域
経
済
へ
の
影
響
は

（
２
）
そ
の
対
応
、
対
策
は

■
答
弁

　
高
速
道
路
開
通
に
よ
り
一
般
道
の

交
通
減
少
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
に
対

し
魅
力
あ
る
観
光
資
源
の
発
掘
育
成

を
一
層
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
と

考
え
る
。
道
の
駅
や
今
後
の
企
業
誘

致
に
お
い
て
、
夕
張
の
立
地
条
件
を

強
く
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
と
考
え
る
。

装
置
の
導
入
に
約
４
億
円
の
費
用
が

見
込
ま
れ
る
な
ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。
法
律
改
正
に
よ
る
整
備
事
業

だ
か
ら
国
の
財
政
支
援
制
度
を
活
用

し
て
い
く
。

（
４
）
組
合
加
入
は
単
独
維
持
よ
り

経
費
が
高
く
な
る
。
が
、
道
か
ら
北

海
道
消
防
広
域
化
推
進
計
画
が
通
知

さ
れ
、
現
在
研
究
会
で
精
査
し
年
度

内
に
各
首
長
に
説
明
を
行
う
予
定
に

な
っ
て
い
る
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
を
招
か
な
い
体
制
が
確
保
で
き
る

よ
う
消
防
の
広
域
化
に
向
け
て
前
向

き
に
検
討
し
た
い
。

保
す
る
た
め
、
周
知
広
報
文
書
に
宣

誓
書
の
様
式
を
含
め
分
か
り
や
す
く

記
入
し
や
い
方
式
に
検
討
す
る

■
要
望

　
入
場
券
の
記
載
内
容
を
整
理
し
宣

誓
書
の
枠
を
設
け
る
こ
と
で
手
続
き

の
簡
素
化
に
な
り
利
便
性
も
広
が
る
。

（
１
）
消
防
団
員
の
高
齢
化
に
よ
る

分
団
運
営
に
つ
い
て

（
２
）
女
性
分
団
員
の
入
団
促
進
は

（
３
）
消
防
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ

る
効
果
は

（
４
）
南
空
知
消
防
組
合
へ
の
加
入

の
考
え
方
は

■
答
弁

（
１
）
市
消
防
団
の
条
例
定
数
に
　

人
下
回
る
２
４
４
人
。
団
員
の
平
均

年
齢
は
４
６
・
１
歳
で
　
歳
以
上
の

割
合
が
４
２
・
７
％
と
高
齢
化
が
著

し
く
な
っ
て
い
る
。
今
後
の
入
団
促

進
対
象
者
と
し
て
公
務
員
、
特
殊
法

人
等
公
務
員
に
準
ず
る
職
員
、
い
わ

ゆ
る
農
業
協
同
組
合
職
員
や
郵
政
職

員
の
入
団
も
積
極
的
に
推
進
し
て
い

き
た
い
。

（
２
）
市
女
性
消
防
団
員
は
現
在
　

人
で
、
独
居
高
齢
社
宅
な
ど
の
防
火

訪
問
や
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普
及

促
進
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
他

大
規
模
災
害
時
は
避
難
誘
導
や
安
否

確
認
な
ど
災
害
弱
者
対
策
の
分
野
で

も
女
性
ら
し
さ
を
い
か
し
た
活
動
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
。

（
３
）
デ
ジ
タ
ル
化
で
通
話
の
秘
匿

性
が
向
上
す
る
こ
と
で
傷
病
者
情
報

保
護
の
強
化
、
消
防
、
救
急
車
両
の

位
置
情
報
な
ど
の
デ
ー
タ
伝
送
、
無

線
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
増
加
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
が
、
通
信
距
離
が
短
く

な
り
不
感
地
帯
が
増
加
す
る
。
現
在

使
用
し
て
い
る
ア
ナ
ロ
グ
無
線
機
が

一
切
使
え
な
く
な
り
、
新
た
な
無
線 46
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